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          令和元年度おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ実施事業中間報告 
※ＵＭＥＣＯの基本コンセプト「つながる」に基づく３つの方針 

 ・きっかけ：つながるを生み出すきっかけの場（市民活動に興味のなかった方にも地域課題に関心を持ってもらう。身近な社会貢献活動の環境を整備する。） 

 ・行動：それぞれの思いがつながる行動の場（市民活動団体だけでなく、事業者や地域活動団体等の多様な主体の交流を促進し、新たな連携関係を生み出す。） 

 ・実現：行動を社会貢献につなげる実現の場（活動をより社会貢献度の高い活動として広げる。資金や人材等をつなぎ、持続可能な事業となるよう支援する。） 

※元年度実績値及び達成率は９月末日時点の数値  

①拠点機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

1 実
施
中 

ＵＭＥＣＯ 
企画展 

きっかけ 市民活動団体が実施してい
る社会貢献活動の内容等を
多くの市民に紹介し、団体
と市民がつながるきっかけ
を作る。 

市民活動団体や関係所管部
署からの展示企画の要望等
を反映した形で、各団体の
特徴を生かしながらジャン
ルごとの展示をする。また、
市の行事や季節感のある行
事を取り入れ、一般市民が
興味を示すような企画展を
開催する。今年度は参加団
体が増加するよう６月・１
０月号のＵＭＥＣＯだより
とつながるに参加団体募集
の記事を掲載した。 

開催回数 
 
参加団体数 

３８ 
 
４０ 

４０ 
 
４０ 

１８ 
 
２３ 

45.0％ 
 

57.5％ 

月により大きな団体
や行政の事業に合わ
せ企画展の展示時期
が確保されているた
め、なかなか難しい面
もある。 

２ 実
施
中 

団体登録制度 ― 登録団体は少なくとも１年
に 1度は活動実績をベース
に次年度の活動計画を立案
し登録の更新をする。この
書類の受理をすることで登
録団体の状況を把握すると
ともにＵＭＥＣＯスタッフ
と登録団体とのコミュニケ
ーションを図ることを目的
とする。 

ＵＭＥＣＯに登録している
市民活動団体に、年度更新
の通知文を送付する。団体
から必要書類の提出を受け
て確認した上で登録団体デ
ーターベースを更新する。
それに併せてホームページ
の団体内容も更新する。 
又、今年度から市民への閲
覧用としてＵＭＥＣＯ館内
に登録団体の紹介冊子を設
置する。 

年度末の 
登録団体数 

３９１ ４００ ３９２ 98.0％ 更新時には短期間に
申請が集中するため、
団体とのコミュニケ
ーションを十分に取
れていない状況であ
ることから、市と調整
しながら改善策を検
討していきたい。 

実
施
中 

活動エリアの
管理 

― 市民活動団体が、無料で使
用できる活動の場を提供す
る。 

登録団体が、３か月前から
予約できる。なお、当日空
いている場合は交流エリア
として誰でも利用できる。 

活動エリア 
稼働率 

25.7％ 26.0％ 23.0％ 88.5％  
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②相談・支援機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

３ 実
施
中 

相談業務 全て 市民活動・ＮＰＯ関係・そ
の他一般市民の市民活動に
関する相談を受ける。相談
内容に応じ、適切な対応を
することにより、相談者の
市民活動を活発化させる。 

相談業務の充実を図るため
に、全ての相談をスタッフ
全員が受け付け対応できる
ようにする。通常相談は常
時受付、予約相談は月１回
第１土曜日に実施する。 
 

相談件数 ６４ ６５ 
 

３４ 52.3％ 対応した相談のデー
ターベース化により、
職員間での情報共有
を図っている。 

４ 実
施
中 

市民活動団体
への資金面へ
の支援 

行動 
実現 

市民活動団体が行う事業に
対し、財政支援を行うこと
により、市民活動の活性化
を図り、市民の創意を活か
した市民主体のまちづくり
を進めること。 
 

小田原市市民活動応援補助
金の募集等を行うことに加
え、市民等からの寄付金を
財源とした市民活動団体へ
の支援を行う。 

応募件数  ― １８   相談業務と連携し、応
募件数の増加を目指
す。 

寄附金額  ― 300,000 

円 

221,270 

円 

73.8％ 

 

 

 

③協働支援機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

５ 実
施
中 

市民活動団体
と事業者との
協働事業 
 
 

実現 市民活動団体が企業とネッ
トワークを組むことによ
り、市民活動団体の活動場
所や市民活動の意義の周知
につなげ・又団体の資質の
向上にもつなげる。企業の
ＣＳＲと活動団体の協働事
業を行うことにより更なる
市民活動の推進発展を図
る。 
 
 
 
 
 
 

企業とのネットワークなの
で、企業と相談の上 win 
win の中で活動する。シティ
ーモールで年３回のフェス
ティバルを開催する。又指
定管理期間の５年の間で新
たな企業との協働事業を開
拓する。今年度は実施可能
な事業形態などを検討し施
行する。 
第１回 
「サマーフェスティバル」 
日付：８月 23 日（金） 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

  ３ 
   
３１ 
 
2,000 

  ３ 
 

３２ 
 
2,000 

  １ 
 
 １１ 
 
 700 

33.3％ 
 
34.4％ 
 
35.0％ 

新規団体に事業を周
知するなど、より多く
の団体に発表の機会
を提供できるよう努
めている。 
引き続き、企業とどの
ようなつながりがで
きるか検討する。 
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No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

６ 実
施
中 

地域活動団体
ネットワーク
形成事業 
 
 
 
 

実現 地域活動団体と市民活動団
体との連携を通じて地域の
活性化や課題解決へと結び
つける。 
 
 

今年度は地域の課題解決の
ために、行政や地域のまち
づくり委員会との情報交換
を行い、中間支援組織とし
て、ＵＭＥＣＯの登録団体
が地域課題の解決を支援す
る対策を企画し実施する。 
又従来から実施している地
域活動団体等からの依頼に
応じ、適した市民活動団体
を選定し、紹介する。両者
の交流を通してお互いの活
動内容を理解し、今後の発
展的な活動に繋げる。 
今年度は地域との課題を解
決するために行政の協力を
得て進める。 
☆９月３日酒匂・小八幡地
区連合自治会への説明 

☆10 月 7 日前羽地区連合自
治会への説明 

実施回数 
 
 
実施団体数 

６７ 
 
 
  ６ 

７０ 
 
 
１０ 

 

３６ 
 

 
 ５ 

51.4％ 
 
 
50.0％ 

現在、橘北地区連合自
治会長と話し合いを
行っている。 
また、上府中連合会長
の紹介により10月25
日にまちづくり委員
会全体会に参加し説
明する。 
 
今年度は新たに、小学
校校庭の樹木剪定へ
の協力が実現した。 
 
日程や実費負担等、多
くの事項を地域の意
向にも配慮しながら
団体と調整する必要
があり、マニュアル化
等が難しい。 

７ 実
施
中 

協働事業 
うきうき交流
サロン 
 
 
 
 
 
 
福祉観光ガイ
ドボランティ
ア養成講座 

行動 
実現 

市民活動の担い手となる高
齢者の社会参加を増やすと
ともに、ＵＭＥＣＯと同様
にボランティアを支援して
いる小田原市社会福祉協
会・地域包括支援センター
しろやまとの連携を強化す
る。 
 
箱根町社会福祉協議会・小
田原市社会福祉協議会・箱
根ジオパーク推進協議会の
連携を強化し、障がい者に
対する福祉の向上を目指
す。 
 
 
 
 

第１回「おだわら百彩とボ
ッチャーで元気よく」 
日付：６月 10 日（月） 
場所：ＵＭＥＣＯ会議室 
参加者数：40 人 
 
 
 
 
障がい者と車いすでの外出
や電車の乗り降りなどの実
習を行う、体験講座を実施
した。 
テーマ：福祉のおもてなし

を学ぶ３日間 
日付：９月 17 日（火） 
     24 日（火） 
     30 日（月） 

実施回数 
 

  ２   ２   １ 50.0％ 協働開催イベントは
継続し、今後３事業体
の実務者協議を行っ
て課題解決への企画
案を提示し、今後いろ
いろな面で市民活動
が発展的につながる
ように活動を展開す
る。 
今回の養成講座に限
らず、今後もできる範
囲内で学校・企業・市
民活動団体に働き掛
け新たな協働事業を
展開する。 
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No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

８ 実
施
予
定 

県協働事業 
企業・ＮＰ
Ｏ・学校パー
トナーシップ 

きっかけ 多様な主体の出会いときっ
かけづくりの場を作る。 

「企業・ＮＰＯ・学校のつ
ながり㏌小田原」を 10月 30
日（水）に開催する。 
８企業と１団体による活動
発表をした団体との繋がり
ができるようにする。小田
原の大手企業８社にリレー
トークを依頼。 

参加者数 ６０ ７０    

 

 

④学習・体験機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

９ 実
施
予
定 

市民活動入門
講座 

きっかけ 超高齢化社会の中、若い人も
含めシルバー世代の方も生き
がいを持ち、活き活きとした社
会生活が出来るよう市民活動
へのきっかけ作りをする。 

市民活動を知らない方を対象
に、市民活動に興味を持ち、
活動をはじめてもらえるような
きっかけを作るため、市民活
動の基本的な内容や、なぜ
市民活動が楽しいのかを知っ
て頂けるような講座を１月に実
施する。 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
   
２７ 

  １ 
    
４０ 

  例年は７月ごろに実
施しているが、11 月
のＵＭＥＣＯ祭りで
市民活動に興味を持
った人のニーズに対
応できるよう、時期を
工夫した。 

10 実
施
予
定 

ＮＰＯマネジ
メント講座 

きっかけ 市民活動団体がＮＰＯ法人
を目指し活動をして頂く手
段として講座を企画。ＮＰ
Ｏ法人に関する知識が得ら
れるような講座を開催す
る。 

ＮＰＯ法人になる為の書類
の作り方・帳簿のつけ方・
資金調達の方法など必要な
内容について専門家を講師
として迎え講座を開催す
る。 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
    
１３ 

  １ 
 

２０ 

  現状ではニーズの把
握が不十分であり、講
師選定に苦慮してい
る。 

11 実
施
済
み 

夏休みボラン
ティア体験学
習 

きっかけ 青少年の時期には、学校内
外を通じてボランティア活
動の場や機会を充実させる
ことが大切である。社会に
どのような貢献ができるか
という「ボランティア精神
の芽生え」のきっかけ作り
を行う。 

ボランティアの受入れを登
録団体に募集し、受入れ団
体と児童・生徒との橋渡し
をする。できるだけ多くの
市民活動団体の活動を体験
させるために団体の積極的
参加を得る。また、学生と
関係ある学校側の協力を得
るよう働き掛ける。参加申
し込み方法を簡素化する。 
 

参加団体数  ４５  ４５  ４０ 88.9％  

参加者数 ２５８ ２８０ ２９３ 104.6% 
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No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

12 実
施
中 

学生支援ティ
ーサロン 

きっかけ ティーサロンを通し学生の
企画力や実施力を養う。 
又ＵＭＥＣＯからの様々な
情報を提供し、市民活動を
知る機会を提供する。 
 
※平成 30 年度で「高校生ボ
ランティアエアポート」
を終了。平成３1年度から
高校生に限定せず学生ボ
ランティア支援とする。 

※平成30年度まではＵＭＥ
ＣＯが企画してティーサ
ロンを実施した。 

 

学生が主体となって企画立
案し運営する。又企画の中
で市民が興味を示す工夫や
四季を通じた行事色を生か
し、誰もが一緒に季節感を
楽しみながらお茶を飲める
雰囲気を作りおもてなし等
もする。 
ＵＭＥＣＯは学生ボランテ
ィアグループ「S.P.A.C.E」
メンバーの意思を尊重し、
学生自らが企画運営する事
業のサポートなどを行い、
自立に向けた活動支援をす
る。 
 

開催回数 

定例会 

参加者数 

       

１０ 

 － 

３００ 

    

  ５   

  ５  

１５０ 

    

  ２ 

  ３ 

７８ 

40.0％ 

60.0％ 

52.0％ 

対象の学生を高校生

に限定しないことと

したことから、メンバ

ーが増加し、活動の活

発化につながった。 

今後は、学生が多忙で

ある現状を踏まえな

がらも、自立を促す支

援に努める。 

※３０年度ティーサロンは１２

回開催したが、うち２回（参加者

３００人）は№２１市民交流広場

の実績として記載している。（市

民交流広場に移行したため） 

13 実
施
中 

ボランティア
出張（出前）
講座 

きっかけ 中高大学生に対し、市民活
動とは何かを知ってもらう
ことにより、市民活動を実
践するきっかけを作る。 

市内の大学や高校等へ積極
的に働きかけ、市民活動に
ついて広く周知し啓発する
ために講座を開催する。 
日付及び場所 
①６月 18 日（火） 
 函嶺白百合学園中学・高
等学校 

②６月 25 日（火） 
 城山中学校 
③７月６日（土） 
 相洋中学校 
④７月８日（月） 
 小田原短期大学 
⑤７月 10 日（水） 
 旭丘高等学校 

開催回数   ４ 
     

  ４  ５ 125％ 夏休みボランティア
体験学習前に重点的
に実施することで、他
事業を含めたトータ
ルの効果を高めた。 

14 実
施
済
み 

男女共同参画
講演会 

きっかけ 
（男女共
同参画課） 

男女共同参画に関する講師
を招き、男女共同参画につ
いての理解を深めると同時
に市民活動へのきっかけを
作る。 

男女共同参画週間に講演会
を実施した。 
テーマ：らしさの美学 
～人生を自分らしく舞う～ 
講師：花柳琴臣氏 

（日本舞踊家） 
日付：６月 22 日（土） 
場所：ＵＭＥＣＯ会議室 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
 
７０ 

  １ 
 
８０ 

  １ 
 
 ８０ 

100％ 
 
100％ 
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No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

15 実
施
予
定 

女性のエンパ
ワーメント講
座 

きっかけ 
（男女共
同参画課） 

女性の自立をめざし、特に
就労に視点を当て経済的に
自立を支援すると同時に市
民活動へのきっかけを作
る。 
 

女性の働き方にもいろいろ
あるので、仕事・結婚・子
育て・介護を含め自立に向
けた人生のタイムスケジュ
ールの考え方の講演会を開
催する。 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
     
  ６ 

  １ 
 

２０ 

   

16 受
入
待
ち 

インターンシ
ップ受入 

きっかけ 若い力を育てるためインタ
ーンシップの受入れを行
い、多くの登録団体とつな
がる機会を作る。 

インターンシップを希望す
る学生に対し、充実した体
験学習プログラムを企画し
要望や希望を受け入れ効果
的な実施体験の場を提供す
る。 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
   
  １ 

  ２ 
   
  ２ 

   

 

⑤交流・コーディネート機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

17 実
施
中 

ＵＭＥＣＯ祭
り 

きっかけ 多くの市民にＵＭＥＣＯや
市民活動団体を周知し、市
民活動参加へのきっかけを
作るとともに、参加団体相
互の交流を図る。又、市民
活動に興味や関心を持った
市民がともに市民活動がで
きるようにする。 

登録団体や利用者が一堂に
会し、活動発表や作品展示
など様々な企画（活動紹
介・物品販売・パフォーマ
ンス）を行い、自分たちの
活動内容を多くの市民に知
らせる。現在１１月２４日
本番に向け実行委員を中心
に準備を進めている。 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

  １ 
 

１００ 
 
4,000 

  １ 
 

１０５ 
 
4,000 

   
 
 

 ＵＭＥＣＯ開設５周
年である来年度の開
催に向けて、計画的に
準備を進める必要が
ある。 

18 実
施
済
み 

声の万華鏡 行動 文学という大きなくくりの
中から、西湘地域の民話や、
文学的作品の紹介を朗読を
通して多くの方に伝える。
出演者は老若男女を問わず
希望者には幅広く参加して
頂く。特に高校生の演劇部
と共催で実施する。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

文学を愛する多くの市民が
自主的に実行委員会を立ち
上げ、昨年度から引き続き
高校生とコラボして第４回
声の万華鏡を７月１５日
（祝）に実施した。 

開催回数 
 
参加団体数 

  ２ 
 

２６ 

  １ 
 

３０ 

  １ 
 
 ２４ 

100% 
 
80.0％ 

来年度の開催に向け
た実行委員会がすで
に立ち上がり、準備を
進めている。 
ＵＭＥＣＯにおいて
は、今後、さらに高校
生等からの協力を得
る等のサポートに努
める。 
 
 
 
 
 

 
参加者数 

 
３５０ 

 
４００ 

 
４００ 

 
100% 
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No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

19 実
施
中 

わくわく交流
会 

行動 登録団体同士の交流会によ
り、他団体の活動内容を知
り、新たな発展的な活動の
展開が行われ、市民活動の
推進を図る。 

分野別や課題別で団体が集
まる市民活動団体間の交流
事業。情報交換やワークシ
ョップ等を行う。 
第１回 
「子どもたちの未来を描
く！今できることは」 
日時：６月 21 日（金） 

第２回 
「地域の災害と安全」 
日時：８月 26 日（祝） 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
 

４０ 

  ５ 
 

１００ 

  ２ 
 
 ４０ 

40.0％ 
 
40.0％ 

開催にあたっては、市
の関係課とテーマを
調整するなど、地域課
題の解決を意識した。 
今後、より効果的な実
施形態等を検討する
とともに、参加者への
フォローアップを実
施していきたい。 

20 実
施
予
定 

新春交流会 行動 市民活動団体と連合自治会
長が一堂に会し交流を図る
ことで、市民活動団体同士
及び市民活動団体と地域活
動団体とのつながりを生み
出す場をつくる。 

普段団体同士の交流が少な
い中で、机上論で話し合う
のとは違い、飲食しながら
お互い心穏やかにゆとりの
中で会話のできる機会を持
つ。１部はできるだけ団体
の活動を知っていただける
ような内容を企画し、２部
は参加者同士のコミュニケ
ーションが図れるよう工夫
する。 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

   1 
 

５１ 
 

１４２ 

  １ 
 

５０ 
 

１５０ 

  地域との連携を促進
できるよう、実施内容
を精査する。 

21 実
施
済
み 

市民交流広場 きっかけ 市民活動団体をはじめ、広
く一般市民の方や外国籍の
方を対象に、楽しくソフト
で自由な雰囲気の中での交
流の場を提供する。 
また、ＵＭＥＣＯからの
様々な情報を提供すること
で、市民活動の裾野拡大を
目指す。 

多くの市民や観光客が集ま
る一大イベントである北條
五代祭りの機を逃さず、季
節に合った飲食やミニコン
サート等の交流会を実施し
た。また、８月には、地域
住民が楽しめる「夏祭り」
を実施した。 
日時：５月３日（祝） 
   ８月 10 日（土） 
 
 
 
 
 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
 

３００ 

  ２ 
 

３５０ 

  ２ 
 
３５０ 

100％ 
 
100％ 

参加者にＵＭＥＣＯ
の活動内容への興味
を持っていただくこ
とができ、市民活動の
裾野を広げることが
できた。 
「学生支援」事業の効
果をさらに高めるた
め、「S.P.A.C.E」と協
力して実施した。 
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⑥情報の集約・発信機能 

No 
区
分 

事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 課題等 

22 実
施
中 

メディア・ホ
ームページ・
情報発信 

きっかけ 情報発信の身近な手段とし
てホームページで多くの市
民に市民活動情報を発信
し、市民活動に興味をもっ
てもらう。小田原市の市民
活動の推進・ＵＭＥＣＯの
利用促進を図る。 
 
 
 
ＦＭおだわら、Ｊ：ＣＯＭ
のラジオ及びケーブルテレ
ビを通し、団体の活動を一
般市民にＰＲし、更なる活
動の推進につなげる。 

小田原市の市民活動の推進
及びＵＭＥＣＯの利用促進
につながる様々な情報を収
集して、ホームページで迅
速・正確に発信する。（市民
活動団体に必要な情報・助
成金・活動の予告・団体か
らの情報その他必要と認め
る内容を掲載する。） 
 
ＦＭおだわら（毎週日曜日
の午前 10 時）10 分～15 分
間、団体の活動紹介をする。 
Ｊ：ＣＯＭ（随時） 
団体のイベント情報の紹介
等を行う。 

ホームペー
ジのトップ
ページの写
真の入れ替
え 
 
 
 
 
 
ＦＭ 
おだわら 
回数 
参加団体数 

  ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５２ 
５３ 

出来る
だけ迅
速に行
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５２ 
 ５５ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
２６ 
２７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
50.0％ 
49.1％ 

通常のホームページ
更新のほか、イベント
開催直前から開催中
等にフェイスブック
を更新する等、工夫し
て情報発信を行った。 

23 実
施
中 

ＵＭＥＣＯだ
より・つなが
るの発行 
 
 
 
 
 
 
 

きっかけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動 

「ＵＭＥＣＯだより」は、
一般市民や市内外の方にも
ＵＭＥＣＯの情報や取材し
たタイムリーな記事を提供
するための情報紙である。
市民や市民活動への興味を
持って市民活動への担い手
を増やす。 
 
 
「つながる」では、登録団
体にＵＭＥＣＯの事業の情
報や市民活動に関わる情報
を提供しＵＭＥＣＯの利用
促進と市民活動の活性化を
図る。 

市民が社会貢献活動に興味
を持てるようイベントやボ
ランティア募集の情報を掲
載する。市民活動団体の情
報だけでなく、市民が関心
を示す社会的な記事・季節
感ある記事等、情報紙とし
て価値ある内容を載せる。 
◆偶数月隔月 6回発行 
 
登録団体に他団体の情報
や、ＵＭＥＣＯの活動を知
らせるための記事を載せ
る。 
◆偶数月隔月６回発行 

発行回数 
 
発行部数 

  ６ 
 
各 2500 

  ６ 
 
各2500 

  ４ 
 
各2500 

66.7％ 
 
66.7％ 

 

 



令和元年度　ＵＭＥＣＯ企画展実績

開始日 終了日 内　　容 団体名 開始日 終了日 内　　容 団体名

1 7
小田原ガイド協会養成講座受講

生による自主研究発表

ＮＰＯ法人小田原ガイ

ド協会
2 17

季節を彩る折り紙展

（北原白秋の童謡）
かもめ図書館フレンズ

1 6 北条五代祭り　
小田原観光協会

小田原市観光課

1 28 小田原城アートnｏw２０１９ 小田原文化芸術協会

29 30 七夕飾り ぴよぴよクラブ

1 9 七夕飾り ぴよぴよクラブ

14 21 外郎売の口上研究会活動展示
外郎売の口上研究会(城

カーズ)

22 31
バリアフリーネットワーク

作品展

バリアフリーネット

ワークおだわら

1 11
バリアフリーネットワーク　作

品展

バリアフリーネット

ワークおだわら

12 23 めだかサポーターの会活動展示 めだかサポーターの会

24 31 小田原映画祭開催記念展
小田原映画祭実行委員

会

1 15 小田原映画祭開催記念展
小田原映画祭実行委員

会
3 17 消費生活センターパネル展

地域安全課消費生活セ

ンター

17 30 小田原市民文化祭
小田原市民文化祭実行

委員会
18 31

地球市民フェスタ2020ポス

ター原画展
文化政策課

1 31 団体活動写真展

1

4 31 団体活動写真展

ＮＰＯ法人命を大切に

する小田原を創る会

学生ボランティアグ

ループ「Ｓ．Ｐ．Ａ．

Ｃ．Ｅ」

6 季節を彩る折り紙展 折り紙サークル

10 30 男女共同参画週間展
人権・男女共同参画課

ＵＭＥＣＯ

小田原映画祭実行委員

会

NPO法人おだわらシネ

マトピア

小田原鉄道歴史研究会

小田原尊徳記念会館

ＮＰＯ法人命を大切に

する小田原を創る会

学生ボランティアグ

ループ「Ｓ．Ｐ．Ａ．

Ｃ．Ｅ」

多目的コーナー ホワイエ
月

季節を彩る折り紙展 折り紙サークル18 30

4月

8 30 北条五代祭り
小田原観光協会

小田原市観光課

８月

６月

9月

5月

8 31
今こそ二宮金次郎映画公開記念

によせて

７月
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NO 月日 依頼者 活動団体名 分野 目的 場所

1 4月1日
介護老人保健
施設「リバーイー
スト」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
介護老人保健施設「リバー
イースト」

2 4月4日
在宅介護総合セ
ンターれんげの
里

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
在宅介護総合センターれ
んげの里

3 4月5日
介護老人保健
施設「わかば」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
介護老人保健施設「わか
ば」

4 4月6日
通所介護サービ
ス「潤生園みん
なの家ほりのう

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
通所介護サービス「潤生園
みんなの家ほりのうち」

5 4月7日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホーム「ル
ビーホーム」

6 4月8日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホーム「ル
ビーホーム」

7 4月9日
介護老人保健
施設「悠久」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 介護老人保健施設「悠久」

8 4月16日

特別養護老人
ホーム短期入所
施設「ローズヒ
ル」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホーム短期
入所施設「ローズヒル」

9 4月21日
秦野高等学校
同窓会小田原
支部

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン ＵＭＥＣＯ　会議室７

10 5月12日
有料老人ホーム
「ツクイ・サン
シャイン小田原」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
有料老人ホーム「ツクイ・サ
ンシャイン小田原」

11 5月13日
有料老人ホーム
「SOMPOｹｱ ﾗ
ｳﾞｨｰﾚ小田原」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
有料老人ホーム「SOMPOｹ
ｱ ﾗｳﾞｨｰﾚ小田原」

12 5月28日 西栢山自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 西栢山公民館

13 6月7日
鴨宮５区民生委
員

夢みる大人の応
援団

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 矢作公民館

14 6月30日
介護老人保健
施設「リバーイー
スト」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

リバーイースト
音楽祭

介護老人保健施設「リバー
イースト」

15 7月10日
久野地区社会
福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 欠の上公民館

16 7月13日
ＮＰＯ法人サ
ポートＫＡＺＥ

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

夏祭り 風祭パノラマハイツホール

17 7月16日
曽我別所老人
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 曽我別所公民館

18 7月27日 堀之内老人会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 堀之内公民館

19 8月10日
国府津15区自
治会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

納涼会
国府津15区自治会内駐車
場

令和元年度　地域活動団体ネットワーク形成事業
資料1-4 別紙２

1



NO 月日 依頼者 活動団体名 分野 目的 場所

20 9月7日 山王東自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

21 9月8日
曽我地区自治
会連合会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 曽我小学校体育館

22 9月8日
特別養護老人
ホーム芳徳の郷
ほなみ

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会
特別養護老人ホーム芳徳
の郷ほなみ

23 9月8日 山王西自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

24 9月11日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会
特別養護老人ホーム「ル
ビーホーム」

25 9月12日
万年15区自治
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 すし政

26 9月13日 入生田自治会 マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 入生田公民館

27 9月15日 柳町自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 市営住宅柳町集会場

28 9月15日
諏訪の原自治
会

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 諏訪の原公民館

29 9月15日
諏訪の原自治
会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 諏訪の原公民館

30 9月15日
山王松原自治
会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

31 9月16日 穴部自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 穴部公民館

32 9月16日 第九区自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 ＵＭＥＣＯ

33 9月16日
東富水地区社
会福祉協議会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 アリーナ

34 9月16日 留場自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 留場公民館

35 9月28日 早川小学校
小田原山盛の
会

7環境の保全
校庭の高木伐
採作業

早川小学校

36 9月29日 宗我神社
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

祭礼 宗我神社

・酒匂・小八幡地区のまちづくり委員会・公民館長の会議にＵＭＥＣＯが出席した。
・ＵＭＥＣＯ事業（地域活動団体ネットワーク形成事業等）の内容を説明した。
・ＵＭＥＣＯ事業を通じて、地域課題の解決を図りたいという目的を説明した。
・参加者：自治会長等3人・ＵＭＥＣＯ職員３人

・前羽地区連合自治会長会議にＵＭＥＣＯが出席した。
・ＵＭＥＣＯ事業（地域活動団体ネットワーク形成事業等）の内容を説明した。
・ＵＭＥＣＯ事業を通じて、地域課題の解決を図りたいという目的を説明した。
・参加者：自治会長6人・ＵＭＥＣＯ職員３人

9月3日

10月7日

【その他　ＵＭＥＣＯによる地域への働きかけ】
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